
令和 6 年度佐賀県中学校総合体育大会  
サッカー競技 申し合わせ事項 

１ 熱中症対策について 

  ①前後半の半分で、「飲水タイム」、もしくは「Cooling Break」を設定する。 

②延長戦・PK 方式による次回戦進出を行う際、選手はベンチに戻り、休憩・飲水し、監督から

指示を受ける。その際、交代要員は、競技者と区別できるようにすること。 

 

２ 熱中症対策のためのルールや競技方法の変更について 

  ※気温や暑さ指数（WBGT 値）が危険域に達した場合に適応する 
①ＷＢＧＴ＝２５℃以上の場合は１分間程度の「飲水タイム」を、ＷＢＧＴ＝２８℃以上の

場合は３分間の「Cooling Break」を行う。 
② 「飲水タイム」もしくは「Cooling Break」を設定する場合は、試合開始５分前の本部席

集合時を目安に両チームにその旨を知らせる。 
③ 「飲水タイム」および「Cooling Break」の定義については、（公財）日本サッカー協会が

策定した熱中症対策ガイドラインに示されたものに沿う。 
④ 「飲水タイム」はあくまでも飲水のための時間とする。ただし熱中症対策として、「飲水

タイム」時に体を冷やす目的でスポンジ、タオル、ミスト（霧吹き）を使用することや、ひし

ゃくでバケツの水をかけることを認める。 

⑤ 延長戦に入る前には、３分間のインターバルをとる。またＰＫ方式により次回戦に進出す

るチームを決定する場合には、１分間のインターバルをとる。いずれの場合も選手はベンチ

に戻り休憩することを許可される。 

 
３ 落雷事故防止のための対応 
  「佐賀県中学校体育連盟主催の大会における落雷事故の防止対策」「サッカー活動中の落雷事

故の防止対策についての指針」をもとに活動を行う。 
  ・中体連：https://www.chutairen-saga.jp/2023/11kakuinnnjikou/unnei.pdf 

  ・JFA：https://www.jfa.jp/about_jfa/report/PDF/h20060413_17_01.pdf 

 
４ 連絡・確認事項について 

  ①ベンチマナーに留意すること 

②試合開始 70 分前にマッチコーディネーションミーティング（以下ＭＣＭ）を行う。審判員、会場

責任者、当該試合の両チーム責任者で行う。 

③メンバー表の提出はＭＣＭで 2 部提出し、各会場の大会本部へ提出して承認を得る。 

④ユニホームについては、MCM に正・副（異色）とも本部に持参すること（写真可）。ユニホーム

が同色の場合は、主審立会いの下、協議を行い、主審の決定に従う。 

⑤試合前のウォーミングアップについては、指定のウォーミングアップ会場のみとする。フィール

ド内のハーフタイムのウォーミングアップ（10 分間）は、試合中のチームのみとする。 

⑥競技中に交代要員がウォーミングアップを行う場合は、ベンチの脇とし、競技中の選手と異色

の服装でボールを使用せずに行うこと。ウォーミングアップをしていないときはベンチに座ること

⑦応援は指定された場所で行うこと。 

 





 


